






















Visualization of messages and Importance of handmade picture books
This report describes the knowledge extracted from the lecture in which picture books have 
been made for ten years. We found that the lecture is significant for the junior students who study 
arts in life and local cultures. This finding is based in the fact that they can study the ways of the 











































































































































































⑴「はみがき」笠原 恵2009 ⑵「夏の王様」西ノ宮 結2014 ⑶「オムライス」齋藤あかり2015
まとめ
　絵本は視覚に訴える要素が多く能動的に関わることでの学びが多い。本棚の隅で背表紙の色
がすっかり薄くなった状態になっても、かつての絵本を手元に残している学生も少なくない。
そのため絵本に対する親しみやすさを思い出すのは容易である。『美術教育資料研究』（著者：
大坪圭輔）の中には、「幼児期の造形表現はその年代特有のものであり、成長するとともに忘
れさられるものとされるが、それは消滅するのではない。個人の特性を必要としない社会シス
テムの中で、見えにくくなっているだけなのである」5）とある。学生には生活上の規律や集団
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制作による絵本理解と言葉の視覚化の重要性について
生活で求められる事柄に対応しながらも、常に別の考え方や方法があるかもしれないという視
点を忘れないでほしいと話している。集団行動では周囲に合わせて動くことを求められること
が多いが、ひとたび間違った方向に向かっているとそのことに気付きにくいことがあり、結果
を一部のせいにしがちである。別の方向を探ったり、提示したりできる客観性を持った視点を
大切にしてほしい。絵本の制作は絵画的な表現の上手さよりも、自分なりの視点を大切にする
こと、読み手を意識して作ることの両方を求めている。
　旧学科は美術系のカリキュラムだったことから、学生たちはさまざまな描画材に慣れている
上にそれを使用した経験もあり、色の配置や画面構成など、またページをめくる作業への面白
さに対して工夫することに向き合う様子が見られた。新学科は司書資格の取得を目指す学生が
含まれており、絵画的な表現方法への関心よりも、本の構造や綴じ方に興味を示し、また和書
や洋書の歴史、ISBNやバーコードなど本の情報や流通について調べるなど、旧学科の学生た
ちとは違う視点が感じられた。
　絵本は文字や言葉を補完したり、複雑な文章をシンプルに伝えたりすることができるコミュ
ニケーションツールの一つになっている。物事を映像などで記憶し図式で理解することが得意
だったり、言葉や会話などの音としての記憶が得意だったり、また言葉や文章を読んで文字情
報として覚えるほうが得意だったりなど学生の認知特性はさまざまである。それぞれが得意と
する方法で身近な生活圏の歴史や文化に触れ、そこにある知恵や知識を学び、新しい表現方法
を模索してほしい。他者を意識した絵本制作の体験が、協調性や共感性を学ぶ機会になること
を期待したい。
　絵本制作の授業は、旧生活芸術科だけでなく新地域創成学科にとっても重要である。なぜな
ら、歴史やアートに関心があり、司書や学芸員の資格取得を目指している学生にとって、実際
に絵本を制作することは多くのことを気づかせ、また自分らしい表現力を養うと考えるからで
ある。
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